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概要　卵巣黄体 で の steroidogenesis に お け る リボ蛋自の 役割 を解明 す る 為，　 lipoprotein　 poor 　 serum

（LPPS ）を mediu 皿 と し て 使用し，ヒ ト月経黄体単層培養系を用 い て LPPS 単独培養時 ，
　 human　chor ・

ionic　 gonadotropin 　（hCG ）添加時，10w　 density　 lipoprotein　（LDL ）添加時に お ける黄体細胞 の

progesterone （P）産 生能 の 変化，な らび に 黄体細胞内 cholesterol 量を比較検討 した ．

　1）P 産生．  LPPS 単独培養 に LDL を添加 し た時，　 LDL 　200μg　protein／ml で P 産生 は最大値を と

つ た ．  LPPS 単独培養群 及び hCG 　100ng ／m1 添 加群 で P 産 生は漸減傾向を示 し た が（p＜ 0．05），　 hCG

添加群で有意に高値を示 し た （p ＜ O．05）．  LDL 　200μ g　protein／ml 添加群及 び LDL 　200ptg　protein／
ml 十hCG 　100ng／ml 添加群 で P 産生 は 高値を持続 したが ，

1
両者 の 間 に 有意 の 差 は 認 め られな か つ た．

　2）細胞内 cholesterol 量．  LPPS 単独培養 4 日群 は 10 日群 に 較 べ 高値を示 し た （p＜ 0．05）．  10日

間培養で hCG 非添加群は hCG 　100ng／ml 添加群に較べ 高値を示す傾向が み られ た が
， 有意 の 差 は 認 め

られ な か つ た （p＜0．1）．  10日間培養で LDL 　200μg　protein／m1 添加群 は 非添加群 に 較 べ 高値 を示 し た

（p〈 0．05）．
　以上 の 成績 よ り，LDL は 黄体細胞 に お け る細胞内 cholesterol の 供給源と して ，ま た産生す る P の 基

質 と し て 利用 されて い る 事が明 らか となつ た ，そ し て LDL 欠乏時に ，黄体は細胞内 cholesterol を利用

して 少 ない なが ら P 産生を維持 して い る事 も明 らか とな り，hCG は そ の 利用 を促進 して い る 可能性が示

唆され た ．

SynopsiS　The　purpose 　of 　the　present　study 　was 　to　define　the　effect　of　low 　density　lipoprotein（LDL ）on

progesterone （P）synthesis 　and 　on 　intracellular　cholesterol 　content 　using 　monolayer 　cultured 　human 　luteal
cells ．
1） When 　cultured 　in　TC199 　containing 　10％ 1ipoprotein　poor　serum （LPPS ），

　P　production　decreased　as

culture 　time　passed．　 In　the　presence　of 　hCG ，　it　also　decreased，　but　 slowly ．　 In　the　presence　 of 　LDL ，　P

production　was 　kept　at 　a　higher　leveL

　2） Intracellular　cholesterol 　content 　in　luteal　cells　was 　measured 　by　gas　chrematography ．　 The　cholester ・

01content 　of 　luteal　cells 　in　a 　4　day 　LPPS 　culture 　was 　higher　than　that　in　a 　10　day 　LPPS 　culture ．　 The

cholesterol 　content 　in　a 　10　day　LPPS 　culture 　with 　LDL 　was 　higher　than　that　in　a 　10day 　LPPS 　culture ．　 The

cholesterol 　content 　in　a 　10　day　LPPS 　culture 　with 　hCG　had　a　tendency 　to　be　lower　than　that　in　a　10　day
LPPS 　cUlture ，　but　there　was 　no 　statistical 　difference（p 〈 0．1），
　It　was 　concluded 　that　LDL 　was 　lltilized 　in　supplying 　intracellular　cholesterol 　to　luteal　cells　as 　a　substrate

for　P　synthesis ．　And 　in　 a　state 　of 　LDL 　depletion　in　the　mediu 皿 ，　the　luteal　cells 　produced 　a　small 　amount

of 　P　utilizing 　intracellular　Cholesterol，
　It　 was 　 estimated 　from　the　results 　 of 　the　present 　 study 　that　hCG 　enhanced 　 utilization 　 of 　intracellular

cholesterol ．
Key　words ： LDL ・Intracellular　cholestero1 ・Human 　luteal　ce11 ・Monolayer　culture ・Progesterone
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　　　　　　　　　 緒　　言

　正常月経周期に お ける黄体期 中期に ，
ヒ ト黄体

は 1 日40mg もの Progesterone（P）を産生する と

言われて い る
19）
．そ の 大 きさを考えれ ば，黄体は人

体 の 中で 最大 の ス テ 卩 イ ド合成能を持つ 組織で あ

る と言える．

　 P を 含む steroid 　 hormone は すべ て cholester ・

ol よ り合成 され る．黄体よ り産生 され る P の 基質

となる cholestero1 は ， 卵巣内で acetate か ら生合

成 される か
，

血 中 リ ボ 蛋自よ り供給 され る と考え

られ て い る．ヒ トに お い て は ，Carr　et 　al．7）
　Tureck

et　al．17）の 実験 に よ り，卵巣 に お け る cholesterol

生合成 はほ とん ど存在 しない 事が 明 らか に されて

お り， cholesterol の 供給源 と して は リボ蛋 白の 中

の low　density　lipoprotein（LDL ）が そ の 役割を

担 つ て い る と考 えられて い る
7）1η．しか し黄体細胞

内 に 蓄 積 さ れた 細 胞 内 cholesterol が steroid 合

成に どの よ うに利用され て い るか も考慮す る必要

が あ り， ヒ ト黄体細胞単層培養に よ る こ の 種 の 研

究は い まだ に ない ．

　著者 らは 今回実験 に用 い た 黄体細胞単層培養系

が in　vivo の モ デ ル 化 と し て 十分使用 し うる事を

確認 し
1）

， 黄体細胞に おけ る P 産生 と LDL ，及 び

細胞 内 cholesterol の 関係を検討 した の で こ こ に

報告す る．

　　　　　　実験材料 な らび に 方法

　1．対象

　正 常月経周期を有する 30歳か ら38歳 ま で の 婦人

の 分泌期中期 に 行な われ た 婦人科開腹手術 の 際に

得 られた 黄体を20例用 い た．基礎疾患は 子宮筋腫，

卵巣嚢腫で あつ た．月経周期の 決定は基礎体温表，

子宮内膜 日付診 に よ つ た ，

　2．培養液 ， 培養条 件

　培養液 は最初 の 48時間は ，遊離 し た 黄体細胞を

culture 　 dishに 付着 さ せ る為 ， 10％ fetal　 calf

se   （FCS ）（GIBCO 懸 加 TC199 （阪嫐 勤

病研究会）に （GIBCO ） の Penicillin　1001U／ml ，

Streptomycin　100μ g／m1 ，
　 Fungizon　2．5μ g／ml を

加 え た もの を用 い た ．それ以降は 10％ FCS に か え

て ， 後述す る方法で 作製 した 10％lipoprotein　poor

serum （LPPS ）を添加 し た TC199を用 い た ．培養

日産婦誌3β巻 2 号

容 器 は Falconの tissue　 culture 　dish＃3001を用

い
， 各 々 の culture 　dishに 培養液を1．5ml ず つ 添

加 ，
48時間毎に 全量交換した ，medium を 10％FCS

よ り10％ LPPS に 変えた 時点 を 0 日 とし
，

10 日間

培養 した ．培養条件は 37℃
，

95％ air −5％co2 とし

た．添 加 ホ ル モ ン と し て の human 　 chorionic

gonadotropin （hCG ）は
， 帝国臓器 よ り提供 され

た lot　 No ．　36−H ・2・H ， 136761U／mg を 使 用 し ，

TC199に て 100ng／ml に 稀 釈 し て 用 い た
1）．な お

hCG と後述す る方法 に よ り作製 し た LDL の 添 加

は 培養第 4 日 よ り開始し た ．培養液は steroid 濃

度測定の 為 ，

− 20℃にて凍結保存 した．

　 3．黄体細胞の 培養方法

　黄体細 胞の 培養方法は 教室 の 亀井
1）

の 方法 に準

じた．採取し た卵巣黄体組織を 無菌的に プ ラ ス

テ ィ ヅ ク シ ャ
ー

レ 上で 眼科用小鋏に て 黄体の み を

en 　 blockに取 り出 し ，
　 PBS 溶液中に て 約 1〜2

mm3 の 小片に 細切す る．　 PBS 溶液 に て 数回洗 浄

後，0。25％trypsin溶液に て 37℃，15分間 incubate

す る．trypsin溶液 の 上清を捨て ， 0．25％trypsin

inhibitor溶 液 で 5 分間 incubateし た 後 ， 0．2％

hyaluronidase
，
0．2％collagenase を加 え て 37℃ ，

water 　bathで 30分間撹拌消化す る．こ れを 105μm

の ナ イ ロ ソ メ ッ シ ュ に て 濾過 し ， 濾過細胞浮遊液

を 120g
， 5 分間遠沈後 ， 上 清を除去する．沈殿細

胞 に TC199 を加 え ピ ペ
ッ テ ィ ン グ に て 均 等拡 散

さ せ Thoma 計算盤上 で 細胞数 を算定す る．細胞

数算定後再度 120g， 5分間遠沈 し，10％ FCS 添加

TC199 培養液に て 生存細胞 h：1× 105個／ml の 割合

に なる様 に 調整後 ，
culture 　dish　vc均等散布した ．

なお ，細胞生存率は Thoma 計算盤上 に て 細胞 浮

遊液に 0．5％trypan　blue生 体染 色 を施 し計算 し

た．

　 4．LDL ，　 LPPS 作製法

　正 常男子血清を 使用 し， Havel　et　aL1 °）
の 方法に

準 じ て 臭化 カ リ ウ ム を使用 し，血清 の比重 を調整

しなが らLDL （1．03く dく 1．05），
　 LPPS （1．21〈 d）

を 50，000rpm， 24時間の 超遠心 を繰 り返 し て 作製

し た ．作製 し た LDL ，　 LPPS を cut 　off 　3500の 透

析チ ュ
ーブ に 入 れ ， 0．15モ ル NaCl 溶液中で 1× 105

倍以上 に 透析 し，臭化 カ リ ウ ム を除去 した． ミ リ
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ボ ア を通 し た 後 ， それぞれ の蛋 白量 ， cholesterol

量を 測定 し た ．LDL の 蛋白量 と cholestero1 量 は

約 39／dlと約 200mg／dlで あ り，　 LPPS は約10g／dl

と5mg ／dl以下 で あつ た．

　5．細胞内 cholestero1 測定法

　培養終了後 の 細胞に 0．25％trypsin溶液を 加 え

culture 　dishよ り剥離させ る．　Thoma 計算盤上 で

細胞数を 算定 した後， 0．15モ ル NaCl にて 数回洗

浄 し ， 細胞を0．15モ ル NaC15m1 と ともに Folch

液 （chloroform ：methanol ＝ 2 ：1）201nlに い れ

細胞 内の 脂質を抽 出す る．33％KOH を 加 え て エ

ス テ ル 化 した cholesterol を ケ ン 化 し た 後 ，
ガ ス

ク ロ マ ト グ ラ フ ィ
ー （シ マ ヅ4CM −PF ）に か け，

total　cholesterol を測定 した．カ ラ ム は 0．5m 　1％−

OV1 を使用 した．

　 6．ス テ ロ イ ド測定法及 び統計的処理

鱶 液 中瞰 出された P の 濃度は radioi   皿 o ・

assay2 ＞3）を用い て 測定 し た ．ま た 有意差の 検定は ，

Student・t検定 ， 又 は
一

元配置法 と paired−t検 定

に て 行な い ，p 〈 0．05の 場合 を有意差あ りと した．

　　　　　　　　　 実験成績

　 1．培 養黄体細胞 の増殖率 （図 1）

　培養黄体細胞数は 10％LPPS 単独培養群 ， 10％

LPPS 十 LDL 　200μg　protein／ml 培養群 ともに 経

日的に 増加傾向を示 し ， 培養10日 目で は そ れぞれ ，

14，7± 0．7／104cells／ml と ， 132 ± 1．1／104cells／ml

とな つ た ．LDL の 添加 は前述 の 如 く培養第 4 日よ

り開始 した ．LPPS 十 LDL 培養群は LPPS 単独培

養群に 較べ 増殖率に 低 い 傾向がみ られ た が ， 有意

の 差は認め られ なか つ た．

　 2．LDL の 至 適濃度 （図 2 ）

　LPPS 単 独 培 養 第 4 日 よ り LDL 　 200μg

protein／m1 ， 400ptg　protein／m1 ， 6  0μg　protein／

ml を添加 し
， 黄体細胞 に お け る P 産生 を比較 し

た ．P 産生は LDL 　200μ g　protein／ml 添加時に 最

も高値 を示 した．また，hCG 　100ng／ml 添加時に

お い て も，LDL の 至 適濃 度 は 2eOXtg　protein／ml

で あ り，非添加群 と同様の 結果を み た ．

　 3．10％LPPS 単独培養 に お ける P 産 生 の 経 日

的変化 （図 3）

　 10％ LPPS 単独で 黄体細胞を培養す る と ， 培 養

写真 1　 10％LPPS 培養 8 日 目の 黄体細胞 の 位相差顕

　微鏡所見 （× 100）

　細長 い 紡錘形の 細 胞 が 多 い ．

写 真 2　 LDL 　200μg　protein／m1 添加 4 日 目 （培養 8

　日 目）の 黄体細胞の 位相差顕 微 鏡写真 （× 100）

　紡錘形に 加 え，多辺 形の 細 胞もみ られ る．

一2　　　　0　　　　2　　　　4　　　　6　　　　8　　　　10days

16％ FCS 10％ LPPSLDL

　200ng／．t

図 1　 黄 体 細 胞 の 増殖 曲線
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液 中に 放出 される P の 量は
， hCG の 添加 ， 非添加

に よ らず漸減傾向を示 すが
， 培養10 日目に お い て

も P 産生は存在し て い る．しか し
，
hCG 　100  ／ml

添加群の P 産生は非添加群 に較べ
， 培養 6 日目と

8 日 目に お い て 有意に高値を示 した．

　 4．LDL 添加 時 の P 産生 の 変化 （図 4 ）

　10％ LPPS 単独培 養の 第 4 日よ りLDL 　 200μg

protein／m1 を 添加 す る と，
　 P 産生 は増 加 し た ．
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図 2　LDL 至 適濃度 （LDL 添加 6 日 目）

LDL 　200μg　protein／ml 十hCG 　100ng／ml 添加群

で も P 産生 は 増加 し た が
，
hCG 添加 の 有無に よ る

P 産生の 有意差は認め られなか つ た ．LDL 添加群

と非添加群の 間で は培養 8 日目と10日目に お い て

P 産生量 の 有意 の 差が 認め られた が ， 培養 6 日目

に お い て は認め られなか つ た ．

　5．hCG 添 加，　 LDL 添 加 に よ る 黄 体 細 胞 内

cholesterol 量 の 変化 （表 1 ， 表 2）

　前述し た 方法 に よ りガ ス ク ロ マ ト グ ラ フ ィ
ーを

用 い て 測定 した 1× 105個細胞あた りの 黄体細胞内

cholesterol 量を表 1，表 2 に示 し た 。表 1に示す

如 く10％LPPS 単独 4 日培養群は
，

10％LPPS 単

独 10日培養群及 び10％ LPPS 十 hCG 　100ng／ml 　 10

一2　　　　　G　　　　　2　　　　　4　　　　　6　　　　　8　　　　10　days
　　　　　　　　　　hCG　leon9〆 

IO％FCS 10％ LPPS

図 3　 LPPS に お け る Progesterone産生 の 推移

一

　 n＝4

　 M 士SEP
〈0．05LDL

十hCGLDL
（十）

LDL（一）

LDL200 μgPMte ：ntml 十 hCGIOOng／md

LDL200
μ g　pm 悔1冂tml

10％ FCS 1D％ LPPS

図 4　 LDL 添加 時 Progesterone 産 生 の 推 移
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表 l　LI〕PS 培養 4 『 群，10 日群，　 LPPS 十 hCG

　1｛10nglml 培 養 10日 群に お け る 平均細胞内コ レ ス

　テ P 一
ル 量 （μ9f

’1　x 　105cerls）

LPPS 　4 日群 LPPS 　10 「1群 LPPS ＋ hCG 　1（1［群

2．31⊥ D．43a　　　　　　　　　　　I1
．62±   ．27b 1、2S±0 ．23c

（n ＝4，M ± SE，μg／1× 105cells＞　a．b　a．c （p ＜ 0．05）

表 2 　LPPS 培養 4 口群，1〔旧 群，　 LPPS 十 LDL

　20Dμg　protein／ml 培養10 日群 に お け る 平 均 細 胞

　内 コ レ ス テ 卩
一

ル 量 （μg ！1x105cells）

LPPS 　4 口群 LPPS 　10日群 LPPS ＋LDL10 凵群

2．20士 0．1  a1 ，60± 0．04b 3．30二 〇，39c

（n ＝・4，M ± SE，μgi
’1× 105ce］ls） a．b　 b．c （p〈 O．05）

日培養群 に 較 べ
， 細胞 内 cholesterol 　9 が有意に

高値を示 し た ．培養 10日群 で の hCG 添加 の 有無 に

よ る細胞内 cholesterol 量の 比較 で は ，　 hCG 添加

で 低 い 傾向がみ られた が （p＜ 0．1），有意の 差 は認

め られなか つ た．LDL 　200μg　protein／ml 添力囗培

養10 日群 と10％LPPS 単独培養 10日群 で は表 2 に

示す 如 く LDL 添加 群 の 細胞 内 cholesterol 量 が

有意に 高値を示 した ．また ，LDL 添加 群の 細胞内

cholesterol 量 は 10％LPPS 　4 日群 に 較べ て も有

意 の 差は 認め られ な い もの の 高値を示 す傾向を認

め た （p 〈 0．1）．

　　　　　　　　　考　　案

　黄体細 胞 よ り産生 され る 大量 の progesterone

の precursor は cholesterol で あ る． こ の choles ・

terolの 供給 源 は 卵巣 内で の acetate か ら の 生合

成 と血 中 リボ蛋白が考 え られ るが，哺乳類 で も種

に よ り何を供給源 とするか異な つ て い る．ラ ビ ッ

ト妊娠黄体
！1〕

で は 卵巣内で 生合成 した cholester ・

ol を P 産 生 に 利用 し て い る 事が報 告されて い る

が，in　vivo に お ける ラ ッ トの 黄体
5）や，　in　vitro に

お け る ラ ッ ト副腎
9＞
で は high　density　lipoprotein

（HDL ）が ス テ ロ イ ド合成 の 為 の cholesterol 供給

源 とな つ て い る．ま た in　vitro で の マ ウ ス 副腎 の

tumer 　cellB ）」P ウ シ 副腎
12 ）で は

，
　LDL が cholester ・

ol の 供 給 源 と な つ て い る， ヒ ト に お い て は in

vitro の 胎児副腎
6〕，胎盤

ls），黄体
7），顆粒膜細胞

17｝

を 使 つ た 研究 で LDL が cholesterol の 供給源 で
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ある と考 え られ て い る．ま た ヒ ト卵 巣 内 で の

cholesterol 生合成 に 関 し て は ，
　 cholesterol 生合

成 の key　enzyme とされ る HMG 　Co −A 　reductase

（3−hydroxy・3・methylglutaryl 　 coenzyme 　A

reductase ） の 阻害剤で あ る ML236B を使用 した

実験
17）や ， HMG 　Co・A の 活性を測定 し た 実験

7）に

よ り， ほ とん ど存在 しな い と考え られ て い る．よ

つ て ヒ ト黄体 に お け る cholesterol の 主た る供給

源 は LDL で ある と言 えるが
， 黄体細胞 に お け る

ス テ ロ イ ド合成 を考 え る 場合 ， 黄体 細胞 内で の

cholesterol の 動態 も考慮す る 必要 が出て くる．

LDL は 主 に原形 質膜の coated 　 pits に 局在す る

LDL ・receptor を 介 した endocytosis に よ り細胞

内 に取 り込 ま れ lysosOlneで 分解 され る．放出さ

れた cholesterol は ACAT （Acyl−Co　A 　choles −

terol　acyl 　transferase）　 eこ よ り一旦 エ ス テ ル 化 さ

れ 細胞内に 貯蔵 され る．そ して ス テ ロ イ ド合成 に

利 用 さ れ る時 に は ま た フ リ
ー

の 状態 に 戻 つ て

mitochondria で 側鎖切断 （cholesterol 　side　chain

cleavage ，　CSCC ）を うけ る．それ故に黄体細胞 に

お ける P 産生 の 測定 と同時 に 細胞内 cholesterol

量を測定す る事は LDL の 研究に お い て は 必要不

可欠 の 事 と考 えられ る．

　本実験 の黄 体細胞単層培養系は 十 分に in　vivo

の モ デ ル 化 とな り得 る事 が証明 さ れ て お り
1）

， ま

た short 　incubation法 や organ 　culture 法 と 違

い
， 細胞 が均質で あ る事，添加 ホ ル モ ン 等が

一
様

に細胞 へ 浸透す る点な どか ら ， 添加 され た試料 の

細胞 へ の 直接的 な反応 を十分定量的に反映 し て い

る と考 え ら れ る．ま た，培 養終了 後 の 細 胞 内

cholestero1 量測 定に 際 し て も十 分な定量 と考 察

が 行なえる と考 えられ る．

　本培養系 に お け る細胞増 殖を み る と （図 1）

LDL 添加群 で は 非添加群 の 細胞増殖を 下廻 る傾

向が み られた 。これは hCG や prolactin添加 にお

ける細胞増殖抑制傾 向
1）‘）

と同 じで ある，

　 LDL の 至 適濃 度 を LDL 添 加 第 6 日 目で 検 討

す る と，LDL 　200μ g　protein／ml で P 産生は 最高

値 を示 した ．こ の 時 の cholesterol 値 は 約 13− 14

mg ／dlで あ り，20％FCS に 含 ま れ る cholesterol

量 と近似 し て い る．Carr　 et　 al．7）は LDL 　 500μg
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protein／ml で 実験 を行なつ て い るが
，

こ の場合は

organ 　 culture で あ り， 著 者 の 行 な つ た

monolayer 　culture で は LDL が黄体細胞 に 直接

接触で ぎる為 ， よ り in　 vivo に近 い 至適濃度が得

られた もの と考 え られ る．こ の 結果は 最近 の Soto
et　al．14）や ，

　 Rajendran　et　al ．13）の 実験結果 と一一致

して い る．

　 10％LPPS 単独培養で 黄体細胞の P 産生 は漸

減す る （図 3）． こ の 事 は外 因性 cholesterol 欠乏

状態で は 黄体細胞 は P 産生 を 維持で きな い 事 を

明 らか に して い る，hCG 添加 に よ り P 産 生の 減少

傾向が鈍化す る事 は ， hCG が細胞 内 cholesterol

の 利用を促進 し て い る可能性 を示唆 して い る．細

胞内 cholesterol の 比較 （表 1 ）で も，
　 hCG 添加群

で の 細胞内 cholesterol が，有意の 差 こ そ認め ら

れな い もの の hCG 非 添加群 に 較 べ 低 値を 示す傾

向が み られ る． こ れ ら の 結 果 は
， hCG の 作用 が

mitochondria の CSCC の 活 性 化 と cholesterol

の 細胞 内移動で あ る とした Strauss　et　al．
15）

の 報

告 と
一

致 し て い る．また
， 培養 4 日群 と10日群で

の 細胞内 cholesterol 量 の 比 較で も，
10 日群 の 方

が有意に 低 く， こ の 事 か ら も外因性 cholesterol

欠乏時に黄体細胞 は細胞 内 cholesterol を 利用 し

て P 産生を行 な つ て い る事が強 く示 唆 され る，

　 10％LPPS 単独培養 に LDL を添加す る と P 産

生 は増加 す る （図 4）．しか し，更に hCG を添加

し て も P 産生に 有意の差は 認め られ な い ．こ の 現

象は 図 2 に 示 し た LDL の 至適濃度 の 検討時に も

見 られた．こ の 結果 は LDL 存在時に hCG 添加で

P 産生が増大する と い う Carr　et　a 廴
7）
の 実験 と

一

致 し な い が
，
cholesterol の供給 と P 産生が必ず し

も一致 し ない と し た Toaff　et　aL16 ）の 報告 もあ り，

前述 した hCG の 作用機序に 対す る考察 もあわ せ

て ， hCG の 作用に 関 し て は今後の 研究の 待た れ る

所で ある．ま た
，
LDL 添加 2 日 目（培養第 6 日 目）

で 黄体細胞の P 産生 llこ バ ラ つ きの ある事は ，
　LDL

の 黄体細胞内へ の 取 り込み とそ の 利用が必ず し も

同
一

の mechanism で control され て い な い 事を

示唆 し て い る．LDL 添加後 の 細胞 内 cholesterol

量 を比 較す る と（表 2）， 培養10日群 に お い て LDL

添加群が 10％LPPS 単独群に 較べ 有意 に 高値 を示

し て い る事が わ か る。LDL 添加 に よ り黄体細胞の

P 産生 と細胞内 cholesterol 量が増 加す る 事 に よ

り， LDL は黄体細胞内に 取 り込 まれ ，
　 P 産生に 利

用 されて い る事が 強 く示唆され る．

　 以上を総括す る と， ヒ ト黄体細胞単層培養系を

用 い た 実験に よ り，1）LDL は ヒ ト黄体細胞 に お

け る cholesterol の 供給源 とな つ て い る．2）そ の

cho 】esterol は 合 成 さ れ る P の substrate と して

使用 されて い る．3）外因性 cholesterol 欠乏時に

も黄体細胞の P 産生は 少量 なが ら存在し
， 黄体は

その 細胞内 cholestero1 を利用 し て P 産生 を行な

つ て い る事が定量的 に 明 らか に され た．
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